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一
、
映
画
文
化
協
会
と
台
本

歌
舞
伎
台
本
の
所
在
調
査
に
つ
い
て
は
、『
歌
舞
伎
台
帳
所
在
目
録
及
び
書
誌
調
査
』（
昭
和
五
十
六
年
・
歌
舞
伎
台
帳
研
究
会
）
が
、

現
在
ま
で
最
も
有
用
な
目
録
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

『
国
書
総
目
録
』
に
基
づ
く
同
所
在
目
録
は
、
一
覧
性
に
お
い
て
極
め
て
す
ぐ
れ
て
お
り
、
今
後
と
も
に
有
用
に
活
用
さ
れ
て
ゆ
く
こ

と
は
間
違
い
な
い
が
、
同
書
刊
行
の
の
ち
に
、
歌
舞
伎
台
本
を
多
く
所
蔵
す
る
機
関
で
、
あ
ら
た
に
目
録
等
を
刊
行
し
た
機
関
も
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
一
連
の
歌
舞
伎
台
本
お
よ
び
関
連
す
る
目
録
、
あ
る
い
は
所
在
目
録
等
は
、
す
べ
て
、
近
世
の
も
の
に
限
ら
れ
て
お
り
、

近
代
に
お
け
る
歌
舞
伎
台
本
の
所
在
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
わ
ず
か
に
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
が

刊
行
し
た
図
録
『
没
後
百
年
　
河
竹
黙
阿
弥
―
人
と
作
品
―
』（
平
成
五
年
）
に
お
い
て
、
河
竹
黙
阿
弥
関
係
の
台
本
が
目
録
化
さ
れ
た

ほ
か
、
阪
急
学
園
池
田
文
庫
が
刊
行
し
て
い
る
台
本
目
録
が
、
結
果
と
し
て
近
代
の
台
本
を
含
む
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

近
世
を
以
て
歌
舞
伎
の
歴
史
が
終
焉
し
た
の
で
な
い
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
舞
台
芸
術
と
し
て
の
価
値
を
見
定
め
る
た
め
の
歴

史
と
し
て
は
、
よ
り
現
在
に
近
い
年
代
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
こ
と
も
ま
た
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

東
京
文
化
財
研
究
所
芸
能
部
で
は
、
如
上
の
よ
う
な
事
情
に
鑑
み
、
近
代
歌
舞
伎
台
本
の
研
究
に
寄
与
す
べ
く
、
微
力
な
が
ら
調
査
に

着
手
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
の
一
端
と
し
て
映
画
文
化
協
会
に
所
蔵
さ
れ
る
台
本
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
な
お
本
稿
で
は
、
近
世
期
か
ら

近
代
期
に
至
る
歌
舞
伎
の
み
な
ら
ず
、
後
続
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
っ
て
論
及
す
る
た
め
、「
台
帳
」「
台
本
」
の
呼
称
を
す
べ
て
「
台
本
」
に

統
一
す
る
。

近
世
の
歌
舞
伎
台
本
が
、
そ
の
性
格
上
、
大
き
く
二
系
統
に
分
か
れ
る
こ
と
は
夙
に
説
か
れ
て
い
る
。
劇
壇
系
統
の
台
本
と
、
貸
本
屋

系
統
の
台
本
が
そ
れ
で
あ
り
、
劇
壇
系
統
の
台
本
は
、
劇
壇
内
部
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
上
演
ま
で
の
過
程
を
辿
る
点
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で
は
ま
こ
と
に
貴
重
で
あ
る
が
、
残
存
数
も
ま
た
貸
本
屋
系
統
の
も
の
に
比
べ
る
と
少
な
い
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。

近
代
の
歌
舞
伎
台
本
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
興
行
会
社
の
も
と
に
台
本
は
残
る
、
と
い
う
原
則
を
確
認
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
即
ち
、
近
代
に
お
け
る
代
表
的
な
興
行
会
社
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
松
竹
と
東
宝
の
手
元
に
台
本
は
残
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

松
竹
は
、
東
京
の
松
竹
大
谷
図
書
館
、
関
西
に
お
け
る
松
竹
関
西
演
劇
分
室
（
関
西
松
竹
）
に
、
明
治
以
来
の
台
本
お
よ
び
、
そ
れ
以

前
か
ら
の
台
本
が
残
っ
て
い
る
。

東
宝
で
は
、
関
西
で
は
阪
急
学
園
池
田
文
庫
に
、
歌
舞
伎
台
本
が
数
多
く
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
、
東
宝
が
歌
舞
伎
興
行

に
携
わ
っ
た
こ
と
と
は
関
係
な
く
集
ま
っ
た
も
の
で
、
東
宝
の
近
代
歌
舞
伎
史
に
お
け
る
足
跡
を
資
料
の
形
で
留
め
る
の
は
、
東
京
の
日

比
谷
シ
ャ
ン
テ
一
階
の
、
財
団
法
人
映
画
文
化
協
会
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
。

財
団
法
人
映
画
文
化
協
会
は
、
昭
和
二
十
七
年
に
設
立
さ
れ
東
宝
傘
下
の
各
社
を
は
じ
め
と
す
る
会
費
等
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

菊
田
一
夫
賞
や
藤
本
賞
な
ど
の
映
画
・
演
劇
賞
に
協
賛
す
る
ほ
か
、
東
宝
お
よ
び
広
く
演
劇
関
連
の
資
料
類
を
保
管
し
て
い
る
。
同
協
会

の
収
蔵
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
資
料
類
は
、
参
考
資
料
と
し
て
の
演
劇
書
や
演
劇
雑
誌
や
写
真
類
に
は
じ
ま
り
、
東
宝
が
制
作
に
関
連
し

た
映
画
・
演
劇
の
原
資
料
に
お
よ
ぶ
。
す
な
わ
ち
、
映
画
シ
ナ
リ
オ
か
ら
菊
田
一
夫
関
連
の
演
劇
関
係
資
料
、
台
本
や
原
稿
類
ま
で
、
近

代
芸
能
関
係
の
一
大
資
料
群
で
あ
る
。

こ
の
中
に
、
歌
舞
伎
の
台
本
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
東
宝
株
式
会
社
が
昭
和
十
二
年
か
ら
経
営
に
参
画
し
た
帝
国
劇
場
関
連
の

資
料
と
し
て
残
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

帝
国
劇
場
は
、
明
治
四
十
四
年
に
開
場
し
、
帝
国
劇
場
株
式
会
社
に
よ
っ
て
運
営
が
な
さ
れ
て
き
た
。
大
正
十
二
年
九
月
一
日
の
関
東

大
震
災
に
よ
っ
て
類
焼
す
る
が
、
文
芸
部
の
資
料
等
の
行
方
に
つ
い
て
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
映
画
文
化
協
会
の
保
存
資
料
の

現
況
を
み
る
に
、
延
焼
を
免
れ
た
震
災
前
の
資
料
を
含
め
て
、
松
竹
が
経
営
参
加
し
た
時
期
を
経
て
、
東
宝
の
手
に
渡
っ
て
戦
災
を
逃
れ
、
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今
日
に
至
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

現
存
の
台
本
類
は
、
形
態
に
よ
る
と
大
き
く
七
つ
に
分
け
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

一
、
毛
筆
に
よ
る
写
本

二
、
謄
写
版
に
よ
る
台
本

三
、
カ
ー
ボ
ン
謄
写
に
よ
る
台
本

四
、
雑
誌
記
事

五
、
単
行
本

六
、
自
筆
原
稿
（
毛
筆
・
ペ
ン
に
よ
る
）

七
、
音
曲
稽
古
本

こ
れ
ら
に
は
多
く
「
帝
国
劇
場
図
書
」
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
文
芸
部
が
参
考
資
料
と
し
て
保
管
し
て
い
た
も
の
も
含
ま
れ
、

す
べ
て
が
帝
国
劇
場
で
の
上
演
資
料
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。「
有
楽
座
」
の
印
記
を
有
す
る
台
本
も
あ
る
。
一
に
属
す
る
写
本
は
、
近

世
期
の
も
の
も
多
く
含
ま
れ
、「
竹
柴
其
水
」
の
蔵
印
等
が
散
見
さ
れ
る
。
近
世
期
の
写
本
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
古
井
戸
秀
夫
氏
に
よ

っ
て
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
貴
重
な
写
本
に
関
し
て
は
、
そ
の
後
、
別
置
保
管
が
な
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
本
年
度

は
そ
れ
ら
の
閲
覧
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。

四
は
、
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
戯
曲
を
、
そ
の
部
分
だ
け
抜
き
取
っ
て
保
存
し
て
い
る
も
の
。
五
は
、
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
戯
曲

で
あ
る
。
一
か
ら
六
の
す
べ
て
に
は
、
警
視
庁
保
安
課
の
台
本
検
閲
の
た
め
の
上
げ
本
と
し
て
提
出
さ
れ
、「
検
閲
済
」
の
印
を
捺
さ
れ

て
返
却
さ
れ
た
検
閲
本
を
含
ん
で
い
る
。
四
の
ご
と
き
雑
誌
記
事
に
、
仮
の
表
紙
を
つ
け
て
上
げ
本
と
し
て
、
そ
の
見
返
し
に
検
閲
印
を

受
け
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
五
の
よ
う
な
単
行
本
で
も
、
当
該
の
戯
曲
以
外
の
部
分
に
封
を
し
た
上
で
、
仮
表
紙
を
別
に
つ
け
て
検
閲
印

を
受
け
る
場
合
が
あ
る
。
岸
田
国
士
作
『
隣
の
花
』（
昭
和
三
年
五
月
帝
国
劇
場
上
演
）
の
よ
う
に
、
雑
誌
（
初
出
誌
未
見
）
掲
載
の
記
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事
の
幕
切
れ
部
分
を
貼
り
紙
で
加
筆
訂
正
し
て
、
検
閲
用
の
上
げ
本
と
し
た
例
も
あ
る
。

七
は
、
長
唄
や
常
磐
津
な
ど
音
曲
の
薄
物
の
稽
古
本
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
台
本
と
は
言
い
難
い
が
、
清
元
の
『
文
屋
』
の
よ
う
に
、
清

元
の
稽
古
本
に
台
詞
を
書
き
込
ん
だ
貼
り
紙
を
し
て
、
検
閲
用
の
上
げ
本
と
し
た
例
も
存
在
す
る
た
め
、
今
は
除
く
こ
と
を
せ
ず
左
記
の

表
題
一
覧
に
も
併
せ
て
記
す
こ
と
と
し
た
。

二
、
映
画
文
化
協
会
所
蔵
台
本
表
題
一
覧
（
未
定
稿
）

以
下
で
は
、
ま
ず
現
存
す
る
台
本
の
表
題
を
紹
介
す
る
。
個
々
の
冊
に
体
系
的
な
整
理
番
号
を
付
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
配
列
は
基
本

的
に
、
映
画
文
化
協
会
の
倉
庫
に
配
架
さ
れ
て
い
る
順
に
よ
る
。
台
本
を
収
め
た
封
筒
に
、
先
人
の
考
証
（
映
画
文
化
協
会
に
お
ら
れ
た

故
・
有
川
太
郎
氏
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
）
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
参
考
と
し
て
『
帝
劇
の
五
十
年
』（
昭
和
四
十

一
年
九
月
・
東
宝
株
式
会
社
）
で
裏
付
け
し
つ
つ
、
作
者
や
訳
者
等
を
付
記
し
た
。
一
つ
の
表
題
に
、
複
数
系
統
の
台
本
が
保
存
さ
れ
て

い
る
例
も
多
く
、
全
貌
を
紹
介
す
る
に
は
時
日
を
要
す
る
た
め
、
ま
ず
表
題
に
よ
っ
て
資
料
の
概
観
を
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
も
意
味
が

あ
ろ
う
か
と
思
う
。
個
々
の
細
目
や
種
別
に
つ
い
て
は
、
次
年
度
以
降
に
順
次
触
れ
て
ゆ
く
予
定
で
あ
る
が
、
先
述
の
通
り
、
別
置
本
等

の
未
見
資
料
も
あ
り
、「
未
定
稿
」
と
す
る
由
縁
で
あ
る
。
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【
ア
】

吾
嬬
鑑
紅
筆
草
紙
（
右
田
寅
彦
作
）

悪
魔
の
弟
子
（
舞
台
協
会
翻
訳
）

吾
妻
五
人
男
（
平
山
晋
吉
作
）

姉
と
妹
（
佐
藤
紅
緑
作
）

安
宅
丸
（
右
田
寅
彦
作
）

愛
と
恨
（
江
見
水
蔭
作
）

上
る
り
　
雨
宿
り

東
明
節
新
曲
　
海
女

社
会
劇
　
悪
人
（
佐
藤
紅
緑
作
）

芦
屋
道
満
大
内
鑑

浅
草
霊
験
記
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朝
日
御
前
花
子
譚

揚
羽
蝶
岡
山
実
記

雨
夜
伽
累
譚

当
的
大
蔵
譚

明
烏
春
泡
雪

明
烏
雪
浦
里

遖
傾
城
花
大
矢
数

東
花
腕
達
引

【
イ
】

妹
背
山
婦
女
庭
訓

池
写
月
面
影

岩
倉
宗
玄
恋
慕
琴

茨
木
屋
幸
斎
（
池
田
大
伍
作
）

史
劇
　
石
田
三
成
（
八
木
稚
櫻
作
）

い
ろ
は
双
紙
（
右
田
寅
彦
作
）

石
橋
山
（
岡
本
綺
堂
脚
色
）

医
師
の
母
（
松
居
松
葉
作
）

大
江
戸
歌
舞
伎
　
市
川
団
十
郎
（
右
田

寅
彦
作
）

笑
劇
　
犬
（
佐
藤
紅
緑
改
訳
）

一
を
十
二
倍
す
る
と
、
十
二
を
一
倍
す

る
と
（
久
保
田
万
太
郎
作
）

医
王
子
観
音
由
来
（
松
居
松
葉
作
）

軍
神
（
松
居
松
葉
訳
）

粋
な
捌
き
（
田
口
掬
汀
作
）

田
舎
源
氏
露
東
雲

妹
背
山
婦
女
庭
訓

妹
背
山
道
行

い
ろ
は
綴
女
節
用

【
ウ
】

梅
田
心
中
（
額
田
六
福
作
）

腕
環
（
二
宮
行
雄
抄
訳
）

海
の
山
　（
本
山
荻
舟
・
町
田
博
三
作
）

唱
歌
舞
踊
　
海
の
山
（
久
米
秀
治
作
）

新
楽
劇
　
浦
島
（
坪
内
逍
遙
作
）

梅
幸
十
種
　
姑
穫
鳥
（
右
田
寅
彦
作
）

運
命
（
鈴
木
善
太
郎
作
）

草
津
　
姥
ヶ
餅

怨
恨
の
面
（
平
山
晋
吉
作
）

上
野
凱
旋
祝

【
エ
】

喜
劇
　
Ｘ
（
松
居
松
葉
作
）

江
島
生
島
（
右
田
寅
彦
作
）

箙
の
梅
（
岡
本
綺
堂
作
）

絵
巻
き
の
蠧
み
（
長
谷
川
時
雨
作
）

英
雄
と
美
人
（
松
居
松
葉
作
）

嬰
児
殺
し
（
山
本
有
三
作
）

絵
師
実
は
間
者
（
江
見
水
蔭
作
）

衛
士
の
焚
火

絵
本
太
功
記

【
オ
】

お
夏
狂
乱
（
坪
内
逍
遙
作
）

大
江
山
酒
呑
童
子
（
宇
野
四
郎
作
）

恩
讐
追
分
節
（
伊
藤
松
雄
作
）

喜
劇
　
お
ま
ん
源
五
兵
衛
（
松
居
松
翁

作
）

喜
劇
　
女
主
人
（
井
出
蕉
雨
作
）
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女
殺
油
地
獄
（
河
竹
繁
俊
脚
色
）

女
同
志
（
二
宮
行
雄
抄
訳
）

老
松
若
松
（
松
居
松
翁
作
）

女
大
将
（
八
木
稚
櫻
作
）

応
挙
と
芦
雪
（
松
居
松
翁
作
）

お
艶
殺
し
（
邦
枝
完
二
脚
色
）

尾
形
光
琳
（
松
居
松
葉
作
）

黄
金
五
枚
（
右
田
寅
彦
脚
色
）

お
さ
だ
の
仇
討
（
岡
本
綺
堂
作
）

喜
劇
　
親
の
帽
子
（
村
瀬
月
宿
作
）

お
江
戸
日
本
橋
（
右
田
寅
彦
作
）

お
富
と
与
三
郎

女
忠
臣
蔵
（
右
田
寅
彦
作
）

お
も
ち
や
店
（
市
川
猿
之
助
案
）

童
話
劇
　
玩
具
の
裁
判

喜
劇
　
　
小
野
小
町
（
菊
池
寛
作
）

女
郎
花
塚
（
右
田
寅
彦
作
）

温
室
の
前
（
岸
田
国
士
作
）

浄
瑠
璃

大
津
絵

大
杯
觴
酒
戦
強
者

大
汐
噂
聞
書

近
江
源
氏
先
陣
館

大
江
山
土
蜘
奇
談

女
将
門
七
人
化
粧

織
合
襤
褸
錦

婦
女
護
国
太
平
記

稚
祐
天
成
田
利
剣

滑
稽
俄
安
宅
新
関

御
家
模
様
浮
名
笄

恩
愛

関
守

男
作
五
雁
金

【
カ
】

片
恋
（
井
出
蕉
雨
作
）

苅
萱
堂
（
右
田
寅
彦
作
）

菅
公

影
（
雪
の
夜
）

舞
踊
劇
　
通
小
町
（
山
崎
紫
紅
作
）

加
藤
左
衛
門
（
山
崎
紫
紅
作
）

敵
討
合
邦
辻
（
林
和
脚
色
）

か
な
岡
（
右
田
寅
彦
作
）

喜
劇
　
返
り
討
（
井
出
蕉
雨
作
）

悲
劇
　
片
瀬
の
子
（
江
見
水
蔭
作
）

バ
レ
ー
　
輝
く
世
界
（
大
島
勝
吾
作
）

鎌
倉
武
士
（
右
田
寅
彦
作
）

邯
鄲
（
岡
本
綺
堂
作
）

釜
淵
双
級
巴

加
賀
見
山
旧
錦
絵

桂
川
連
理
柵

勧
進
帳

敵
討
襤
褸
錦

敵
討
稚
物
語

歌
舞
伎
若
衆

梶
原
平
三
紅
梅

川
中
島
勝
利
山
本

仮
名
手
本
忠
臣
蔵

鹿
子
帯
朝
日
新
染

【
キ
】
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勤
王
遺
聞
（
河
竹
新
水
作
）

清
盛
行
状
記
（
津
村
京
村
作
）

狐
大
名
（
多
田
不
二
作
）

喜
劇
　
キ
ゲ
キ
（
井
出
蕉
雨
作
）

喜
劇
　
緊
縮
（
松
居
松
翁
作
）

犠
牲
（
松
居
松
翁
作
）

金
吾
秀
秋
（
右
田
寅
彦
作
）

祇
王
（
山
崎
紫
紅
作
）

義
理
物
語
（
岡
本
綺
堂
脚
色
）

紀
国
文
左
大
尽
舞
（
右
田
寅
彦
作
）

菊
の
寿
（
池
村
あ
す
子
作
）

義
士
銘
々
伝

鬼
一
法
眼
三
略
巻

勢
獅
子

狂
言
の
靱
猿

京
鹿
子
一
対
振
袖

祇
園
祭
礼
信
仰
記

鬼
神
於
松
操
祭
礼

岸
姫
松
轡
鑑

近
世
桜
田
雪
紀
聞

木
村
長
門
守
廼
伝

吉
備
大
臣
入
唐
記

公
平
天
狗
問
答

金
竜
山
枝
来
姿
画

【
ク
】

く
ち
な
は
物
語
（
岡
本
綺
堂
改
作
）

沓
草
鞋
滑
稽
絵
合

国
訛
嫩
笈
摺

国
名
産
本
場
飛
白

熊
坂
長
範
牛
若
丸

隈
取
安
宅
松

廓
育
貞
女
鑑

蜘
蛛
宿
直
噺

黒
木
売

喜
劇
　
国
境
（
田
口
掬
汀
作
）

栗
山
大
膳
（
右
田
寅
彦
作
）

【
ケ
】

煙
（
永
井
荷
風
作
）

月
光
の
下
に
（
田
川
緑
作
）

喜
劇
　
結
婚
反
対
倶
楽
部
（
松
居
松
葉

作
）

下
手
人
名
乗
れ
（
川
村
花
菱
作
）

玄
朴
と
長
英
（
真
山
青
果
作
）

玄
宗
の
心
持
（
菊
池
寛
作
）

喜
劇
　
芸
者
美
（
山
岸
荷
葉
作
）

傾
城
鬼
ヶ
城
（
池
田
大
伍
作
）

新
舞
踊
　
源
氏
十
二
段

契
情
嫗
山
姥
（
大
村
嘉
代
子
作
）

化
粧
窓
離
鬼
百
合

源
平
布
引
滝

【
コ
】

河
内
山
と
直
侍
（
平
山
晋
吉
改
訂
）

史
劇
　
恋
の
義
仲
（
江
見
水
蔭
作
）

歌
劇
　
小
町
踊
（
楳
茂
都
陸
平
作
）

胡
蝶
の
舞
（
松
居
松
葉
作
）

小
三
金
五
郎

恋
鼓
調
懸
罠
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権
八
小
紫

五
月
の
朝
（
田
中
純
作
）

高
速
度
剣
劇
レ
ビ
ュ
ウ
（
日
活
金
曜
会

立
案
）

館
模
様
岩
尾
初
桜

館
扇
曽
我
訥
芝
玉

口
上
（
五
代
目
市
川
三
升
襲
名
披
露
）

口
上（
七
代
目
尾
上
栄
三
郎
襲
名
披
露
）

五
諸
車
引
哉
袖
褄

子
供
役
者
の
死
（
額
田
六
福
脚
色
）

混
線
（
松
居
松
葉
作
）

恋
の
洞
（
山
崎
紫
紅
作
）

童
話
劇
　
幸
福
の
扉
（
伊
達
豊
作
）

古
城
の
鐘
（
小
林
愛
雄
訳
）

碁
盤
忠
信
（
右
田
寅
彦
補
作
）

恋
の
受
難
（
三
木
葉
一
郎
脚
色
）

廣
野
の
花
（
大
坪
草
二
郎
作
）

悲
劇
　
恋
と
仇
（
佐
藤
紅
緑
作
）

連
歌
花
に
月
文
台

五
右
衛
門
の
釜
（
岡
本
綺
堂
作
）

極
彩
色
娘
扇

恋
女
房
染
分
手
綱

根
元
草
摺
引

御
所
桜
堀
川
夜
討

恋
湊
博
多
諷

国
性
爺
合
戦

嫗
山
姥

恋
情
二
股
桜

御
文
章
石
山
軍
記

港
内
噂
聞
書

意
中
謎
忠
義
絵
合

寿
靱
猿

越
後
松
沖
津
白
浪

【
サ
】

殺
人
術
指
南
（
北
尾
亀
男
作
）

喜
劇
　
里
ッ
子
（
井
出
蕉
雨
作
）

桜
風
呂
（
右
田
寅
彦
作
）

最
後
の
妻
（
松
居
松
葉
作
）

左
間
国
女
王
（
寺
西
西
山
翻
訳
）

三
右
衛
門
の
売
出
し
（
林
和
作
）

西
行
と
静
（
竹
柴
晋
吉
作
）

三
軒
長
屋
（
平
山
晋
吉
脚
色
）

佐
野
治
郎
左
衛
門

薩
摩
潟
波
間
月
照

桜
狩

桜
紅
葉
清
水
清
玄

三
世
相
錦
繍
文
章

鞘
当

西
海
硯
喩
の
墨
摺

丗
三
間
堂
棟
由
来

三
幅
対
名
歌
雨
乞

三
勝
五
巻
目

鷺
娘

嵯
峨
奥
妖
猫
奇
談

猿
廻
門
途
の
一
諷

皎
渡
月
笛
音

西
海
鎮
静
凱
歌
盃



209 映画文化協会所蔵の歌舞伎台本（一）

【
シ
】

島
鵆
浪
此
花

真
景
累
ヶ
渕

酒
中
日
記

獅
子
王
木
遣
音
頭

し
ら
ぬ
ひ
譚

神
霊
矢
口
渡

新
編
三
枝
譚

春
色
梅
開
暦

生
写
賢
処
女
油
画

信
田
妻
狐
蘭
菊
花

日
月
星
昼
夜
織
分

集
散
（
北
尾
亀
男
作
）

振
武
軍
（
右
田
寅
彦
脚
色
）

女
中
難
（
袖
ヶ
浦
人
作
）

出
世
の
鼻
助
（
巌
谷
小
波
・
山
岸
荷
葉

作
）

春
曙
夢
（
円
城
寺
清
臣
作
）

少
飛
行
家
（
大
井
冷
光
作
）

舌
切
雀
（
伊
坂
梅
雪
作
）

静
御
前
古
塚
縁
起
（
右
田
寅
彦
作
）

信
玄
と
謙
信
（
宇
野
四
郎
作
）

新
清
水
花
御
所
染

松
竹
梅

質
庫
魂
入
替

四
季
模
様
白
縫
譚

縮
図

笑
劇
　
小
説
家
（
佐
藤
紅
緑
作
）

女
優
宣
伝
業
（
関
口
次
郎
作
）

女
優
募
集
（
松
居
松
葉
作
）

将
軍
ハ
ン
ニ
バ
ル
と
少
女
（
園
池
公
功

脚
色
）

七
騎
落
（
山
崎
紫
紅
作
）

白
川
夜
話
（
鈴
木
善
太
郎
作
）

親
友
（
藤
森
成
吉
作
）

篠
原
一
座
（
邦
枝
完
二
作
）

新
鹿
の
子

七
福
神

劇
的
バ
レ
ー
　
嫉
妬

人
肉
の
市
（
窪
田
十
一
訳
）

新
編
入
間
川
（
江
見
水
蔭
作
）

七
卿
落
（
右
田
寅
彦
作
）

清
浄
女
神
（
松
居
松
葉
作
）

姉
妹
（
水
木
京
太
作
）

児
童
劇
七
種

〆
能
色
相
図

賤
機
帯

長
唄
　
石
橋

忍
夜
孝
事
寄

【
ス
】

浄
瑠
璃
　
隅
田
川
の
場

雀
踊

一
中
・
河
東
節
　
隅
田
川
船
の
内

隅
田
川
続
俤

菅
原
伝
授
手
習
鑑

透
写
筆
命
毛

ス
ケ
ー
ト
（
山
岸
荷
葉
作
）
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水
車
の
一
夜
（
鈴
木
善
太
郎
作
）

隅
田
川
花
御
所
染

墨
絵
富
士
曙
双
紙

【
セ
】

喜
劇
　
世
間
見
ず
（
佐
藤
紅
緑
作
）

前
々
太
平
記
（
松
居
松
翁
作
）

関
ヶ
原
（
高
安
月
郊
作
）

摂
州
合
邦
辻

【
ソ
】

悲
劇
　
祖
国
（
田
口
掬
汀
訳
）

曽
我
兄
弟
（
森
�
外
改
作
）

走
馬
燈
（
吉
井
勇
作
）

曽
我
模
様
時
合
槌

其
紛
色
陶
器
交
易

曽
我
の
対
面

其
面
影
牡
丹
燈
籠

増
補
双
級
巴

増
補
伊
賀
越
仇
討

僧
房
を
焼
い
て

蜘
糸
宿
直
噺

【
タ
】

樽
屋
お
せ
ん
（
林
和
作
）

田
之
助
色
懺
悔
（
林
和
作
）

狸
寺
の
深
夜
（
藤
田
草
之
助
作
）

玉
藻
前

大
名
小
路

七
夕
祭

平
将
門

太
平
記
忠
臣
講
釈

太
平
記
忠
臣
講
釈
（
岡
本
綺
堂
作
）

大
菩
薩
峠
（
星
野
梅
耀
・
武
田
杵
太
郎

形
訳
）

伊
達
評
定
春
読
切

太
平
記
曦
鎧

【
チ
】

張
良
兵
書
賜

忠
臣
誉
高
羽

忠
孝
浪
花
噂

忠
臣
蔵
年
中
行
事

児
稚
桜
振
袖
武
蔵

忠
孝
染
分

千
歳
曽
我
源
氏
礎

蝶
花
形
名
歌
嶋
台

契
恋
春
粟
餅

忠
臣
い
ろ
は
実
記

忠
臣
誉
鉢
植

忠
臣
蔵
銘
々
伝

忠
臣
蔵
年
中
行
事

茶
を
作
る
家
（
松
居
松
葉
脚
色
）

悲
劇
　
蝶
子
夫
人
（
二
宮
行
雄
抄
訳
）

児
ヶ
渕
（
岡
本
綺
堂
作
）

散
楓
恋
血
祭
（
松
居
松
葉
作
）

忠
臣
と
い
う
も
の
（
松
本
峯
吉
作
）

千
代
田
刃
傷
（
須
藤
南
翠
作
）

竹
生
島
（
右
田
寅
彦
作
）

蝶
千
鳥
恵
方
入
船
（
右
田
寅
彦
作
）

忠
臣
冬
菜
売
（
右
田
寅
彦
作
）
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中
将
姫
当
麻
縁
起
（
竹
柴
金
作
作
）

千
坂
兵
部

【
ツ
】

罪
な
き
子

梅
雨
濡
浮
名
鮫
鞘

鶴
亀
寿
曽
我
島
台

鶴
模
様
五
変
化
彩

積
恋
雪
関
扉

釣
狐
尾
花
褥

摘
絞
鮮
血
染
野
晒

月
雪
花
三
組
杯
觴

罪
な
き
罪

月
謡
荻
江
一
節
（
林
和
脚
色
）

【
テ
】

喜
歌
劇

天
国
と
地
獄
（
小
林
愛
雄
脚

色
）

貞
操
（
松
居
松
葉
作
）

天
満
宮
愛
梅
桜
松

【
ト
】

東
城
銀
行
（
鈴
木
泉
三
郎
作
）

東
京
行
進
曲
（
菊
池
寛
作
）

と
ら
は
れ
（
佐
藤
紅
緑
作
）

法
場
換
子
（
松
居
松
翁
補
作
）

童
話
劇
　
鳥
の
巣
立
ち
（
生
田
葵
作
）

隣
の
花
（
岸
田
国
士
作
）

ど
ん
つ
く

ト
ス
カ
（
松
居
松
葉
訳
）

唐
人
塚
（
岡
本
綺
堂
作
）

道
成
寺

鳥
羽
屋
獅
子

燈
台
守
（
佐
藤
紅
緑
作
）

お
伽
劇
　
虎
退
治
（
鈴
木
泉
三
郎
作
）

ど
ん
つ
く

時
朗
雪
浦
里

【
ナ
】

中
村
七
三
郎
の
死

涙
橋
（
山
崎
紫
紅
作
）

長
町
女
腹
切
（
岡
本
綺
堂
脚
色
）

名
和
長
年
（
江
見
水
蔭
作
）

名
和
長
年
（
右
田
寅
彦
脚
色
）

那
智
丸

名
高
吉
原
百
人
切

名
末
代
花
魁

浪
花
奇
談
梅
早
咲

夏
祭
浪
花
鑑

名
大
島
功
誉
強
弓
（
古
河
新
水
作
）

盛
名
楠
北
国
奇
談

【
ニ
】

二
月
堂
（
右
田
寅
彦
作
）

二
人
椀
久
（
右
田
寅
彦
作
）

日
光
陽
明
門
（
右
田
寅
彦
作
）

偽
紫
田
舎
源
氏
（
右
田
寅
彦
作
）

二
人
袴
（
福
地
桜
痴
作
）

日
本
振
袖
始
（
右
田
寅
彦
脚
色
）

人
形
の
心
（
松
居
松
葉
作
）

日
蓮
大
士
真
実
伝

日
清
実
戦
記
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日
光
宇
都
宮
騒
動

人
形
筆
有
馬
土
産

日
蓮
記

【
ネ
・
ノ
】

浄
瑠
璃
　
猫
と
鼠
（
中
内
蝶
二
作
）

喜
劇
　
野
晒

后
の
月
酒
宴
嶋
台

軒
端
松

【
ハ
】

母
（
鶴
見
祐
輔
原
作
）

舞
踊
　
春
近
し
（
園
池
公
功
作
）

春
の
流
れ

喜
劇
　
鳩
の
お
使
ひ
（
生
田
葵
作
）

喜
劇
　
花
婿
花
嫁
（
江
見
水
蔭
作
）

花
ふ
ぶ
き

馬
鹿
野
郎
の
死
（
川
村
花
菱
作
）

春
調
娘
七
種
（
伊
坂
梅
雪
補
作
）

喜
劇
　
売
国
奴

喜
劇
　
伯
爵
夫
人
（
稲
岡
奴
之
助
作
）

八
幡
船
（
游
仙
子
作
）

ハ
ム
レ
ツ
ト

博
多
二
輪
加

八
笑
人

羽
衣

花
春
駒

花
吹
雪
岩
倉
宗
玄

春
駒
小
栗
義
勇
伝

初
霞
女
猿
廻

初
恋
千
種
濡
事

橋
弁
慶

浜
松
風
恋
歌

番
町
皿
屋
敷

春
遊
神
楽
曲
鞠
毬

母
育
雪
間
鶯

初
売
八
百
屋
新
店

春
霞
寿
曽
我

花
舞
台
咲
分
源
氏

艶
容
女
舞
衣

花
見
気
候
氏
子
賑

【
ヒ
】

一
人
旅
の
女
（
武
田
正
憲
作
）

笑
劇
　
秘
密
（
佐
藤
紅
緑
改
訳
）

秀
吉
と
曽
呂
利
（
武
者
小
路
実
篤
作
）

秀
吉
と
淀
君
（
松
居
松
葉
作
）

緋
桜

引
越
騒
ぎ
（
江
見
水
蔭
作
）

ひ
と
も
と
芒
（
右
田
寅
彦
作
）

天
鵞
絨
の
薔
薇
（
小
山
内
薫
訳
）

彼
岸
の
夕
（
額
田
六
福
作
）

光
と
影
の
舞
踊
（
矢
島
勝
吾
案
）

左
小
刀

比
翼
紋
愛
井
の
字

西
洋
舞
踊
　
光
と
色
五
種
（
矢
島
勝
吾

編
）

日
高
川

肥
後
駒
下
駄

左
甚
五
郎
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姫
小
松
子
日
廼
遊

彦
山
権
現
誓
助
刀

【
フ
】

双
蝶
々
曲
輪
日
記

両
顔
月
姿
視

二
夜
月
御
伽
草
紙

二
つ
の
死
（
景
山
哲
雄
作
）

文
ひ
ろ
げ
（
右
田
寅
彦
作
）

踏
切
番
の
娘
（
辻
村
誠
之
作
）

婦
人
同
志
会
（
八
幡
大
名
作
）

文
禄
侍
気
質
（
右
田
寅
彦
作
）

喜
劇
　
婦
人
待
合
室
（
松
居
松
葉
作
）

喜
劇
　
富
士
登
山
（
江
見
水
蔭
作
）

喜
劇
　
婦
人
銃
猟
家
（
江
見
水
蔭
作
）

復
讐

武
勇
誉
出
世
景
清

風
俗
名
所
合

藤
娘

【
ヘ
】

滑
稽
劇
　
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
（
井
出
蕉
雨

作
）

新
劇
　
別
荘
（
井
出
蕉
雨
作
）

別
誂
重
帷
子
（
右
田
寅
彦
脚
色
）

米
国
革
命
史

紅
家
の
武
士
（
長
田
釈
濤
訳
）

平
家
蟹
（
岡
本
綺
堂
作
）

【
ホ
】

堀
部
妙
海
尼
（
右
田
寅
彦
作
）

本
朝
王
昭
君
（
小
野
清
子
作
）

法
界
坊
（
田
村
西
男
作
）

北
越
戦
記

暴
風
雨

早
苗
鳥
浅
間
錦
絵

北
州
千
年
寿

【
マ
】

真
間
の
手
児
奈
（
小
寺
融
吉
作
）

松
平
不
昧
公
（
右
田
寅
彦
作
）

魔
笛
（
小
林
愛
雄
訳
）

万
年
草
（
岡
本
綺
堂
脚
色
）

間
宮
一
家

松
葉
屋
瀬
川
（
右
田
寅
彦
作
）

舞
扇
名
画
彩
（
右
田
寅
彦
脚
色
）

満
潮
（
江
見
水
蔭
作
）

【
ミ
】

み
だ
れ
金
春
（
大
村
嘉
代
子
作
）

三
上
山
（
右
田
寅
彦
作
）

三
浦
大
助
（
岡
本
綺
堂
作
）

水
谷
高
尾
（
右
田
寅
彦
作
）

三
巴
雪
夜
話
（
岡
本
綺
堂
作
）

民
謡
四
種

一
中
節

あ
づ
ま
道
行

宮
本
左
門
之
助
伝

三
花
菱
朝
日
曠
着

【
ム
】

無
智
な
る
者
（
藤
田
草
之
助
作
）

宗
任
（
右
田
寅
彦
作
）

謀
反
人
（
松
居
松
葉
作
）
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娘
五
人
（
佐
藤
紅
緑
作
）

昔
囃
花
咲
爺
（
水
谷
竹
紫
作
）

娘
天
一
花
園
於
蝶

娘
獅
子

往
昔
織
本
場
八
丈

【
メ
】

邂
逅
（
半
井
桃
水
作
）

明
暗
双
眼
鏡
（
園
池
公
功
作
）

明
治
出
世
鑑

銘
作
左
小
刀

名
筆
反
魂
香

名
筆
傾
城
鑑

名
作
倭
人
形

名
誉
筆
抜
大
津
絵

【
モ
】

木
食
上
人
（
田
中
空
雷
作
）

主
水
桜
実
録
白
糸

桃
山
太
平
記

舞
奏
い
ろ
の
種
蒔

戻
駕
色
相
肩

戻
橋

【
ヤ
】

喜
劇
　
役
者
ぎ
ら
い（
松
居
松
葉
翻
案
）

椰
子
の
蔭
（
宮
森
麻
太
郎
作
）

矢
口
渡
（
山
崎
紫
紅
作
）

谷
口
延
命
院
（
北
村
包
彦
作
）

鎗
踊
花
段
幕
（
右
田
寅
彦
作
）

闇
（
前
田
河
広
一
郎
作
）

破
れ
暦
（
木
川
恵
二
郎
作
）

鎗
持
可
内

闇
の
力

大
和
錦
朝
日
旗
揚

奴
戻
駕
（
右
田
寅
彦
作
）

倭
仮
名
在
原
系
図

八
雲
立
湯
津
妻
櫛

弥
生
の
花
浅
草
祭

【
ユ
】

雪
女
五
枚
羽
子
板
（
岡
本
綺
堂
脚
色
）

有
職
鎌
倉
山

夕
だ
ち
（
大
島
多
慶
夫
作
）

雪
の
段
（
古
谷
久
綱
・
巌
谷
小
波
作
）

夢
殿
（
右
田
寅
彦
作
）

雪
常
盤

由
縁
色

紫

【
ヨ
】

吉
田
御
殿
（
弘
津
千
代
作
）

夜
の
森
（
松
居
松
葉
訳
）

代
々
木
の
神
風
（
田
中
巴
雷
作
）

吉
田
御
殿
（
小
山
内
薫
作
）

淀
君
と
五
右
衛
門
（
松
居
松
葉
作
）

義
経
千
本
桜

四
谷
怪
談

夜
明
前
（
中
谷
徳
太
郎
作
）

夜
討
曽
我
狩
場
曙

【
ラ
】

洛
北
の
秋
（
九
条
武
子
作
）

蘭
奢
待
新
田
系
図
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羅
生
門
腕
誉

頼
光
勲
功
往
昔
噺

雷
火
（
岡
本
綺
堂
作
）

【
リ
・
ル
・
レ
】

両
国
の
秋
（
岡
本
綺
堂
作
）

両
国
巷
談
（
林
和
作
）

龍
女
伝
（
山
岸
荷
葉
作
）

両
国
一
夜
話

柳
橋
夜
話
（
大
村
嘉
代
子
作
）

留
守
番
（
武
者
小
路
実
篤
作
）

留
守
宅
（
田
中
掬
汀
作
）

霊
験
（
坪
内
逍
遥
翻
案
）

【
ロ
】

六
波
羅
禿
（
山
岸
荷
葉
作
）

社
会
劇
　
老
後
（
中
村
吉
蔵
作
）

お
伽
劇
　
ロ
ー
ザ
姫
（
竹
中
歌
吉
作
）

六
歌
仙
容
紛

六
歌
仙
名
詠
面
影

六
歌
仙
の
中
　
文
屋
の
康
秀

【
ワ
】

若
き
平
家
の
人
々
（
松
居
松
翁
作
）

笑
へ
笑
へ
（
井
出
蕉
雨
作
）

若
き
ア
キ
レ
ス
（
秦
豊
吉
訳
）

和
田
の
酒
盛
（
松
居
松
葉
作
）

喜
劇
　
若
い
妻
（
佐
藤
紅
緑
作
）

以
上
と
は
別
に
、
①
か
ら
⑮
ま
で
の

フ
ァ
イ
ル
に
綴
じ
ら
れ
た
、
カ
ー
ボ
ン

謄
写
の
台
本
が
あ
る
。

そ
の
配
列
順
は
不
明
で
あ
り
、
別
に

綴
じ
た
理
由
も
分
か
ら
な
い
。
こ
の
中

か
ら
、
右
に
な
い
表
題
を
以
下
に
掲
げ

る
。
右
と
重
複
す
る
も
の
、
お
よ
び
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
綴
じ
た
宝
塚
少
女
歌
劇

の
作
品
は
除
い
た
。

日
之
出
（
佐
藤
紅
緑
作
）

比
留
間
仙
子

夕
涼
鴨
川
風
（
右
田
寅
彦
作
）

疑
ひ
損

世
間

小
桜
縅
（
井
出
蕉
雨
作
）

天
の
網
島

お
夏
清
十
郎

犬
公
方
（
右
田
寅
彦
作
）

お
染
久
松
　
蔵
前

戦
時
の
花
嫁

日
蓮
上
人
辻
説
法

道
中
膝
栗
毛

八
幡
屋
の
娘
（
鈴
木
泉
三
郎
作
）

大
和
橋

南
洋
風
（
江
見
水
蔭
作
）

大
塩
騒
動
記

飛
行
芸
妓
（
松
居
松
葉
作
）

水
掛
論
（
江
見
水
蔭
作
）

パ
リ
ア
ツ
チ
（
松
居
松
葉
訳
）



三
、
資
料
紹
介
　
『
お
も
ち
や
店
』

以
下
で
は
、
右
の
台
本
の
中
か
ら
、
近
代
劇
壇
史
を
め
ぐ
る
資
料
と
し
て
興
味
深
い
も
の
を
、（
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
短
い
も
の
を
）

数
点
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
二
代
目
市
川
猿
之
助
案
に
よ
る
『
お
も
ち
や
店
』
は
、
大
正
十
一
年
十
月
に
有
楽
座
に
お
い
て
、
春
秋
座
第
三
回
公
演
と
し
て

上
演
さ
れ
た
、
舞
踊
で
あ
る
。
大
正
八
年
の
三
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
欧
州
旅
行
を
経
験
し
た
猿
之
助
が
、
帰
朝
後
に
西
洋
舞
踊
の
技
法

等
を
取
り
入
れ
て
上
演
し
た
舞
踊
と
し
て
は
、
大
正
十
年
十
一
月
明
治
座
で
の
春
秋
座
第
二
回
公
演
で
初
演
さ
れ
た
『
新
舞
踊
　
虫
』
が

名
高
い
が
、
そ
れ
に
続
く
実
験
的
作
品
で
あ
る
。

舞
踊
の
台
本
と
は
い
え
、
歌
詞
な
し
台
詞
な
し
と
い
う
と
こ
ろ
が
当
時
斬
新
と
さ
れ
た
も
の
で
、
ま
さ
に
「
案
」
と
い
う
ほ
か
な
い
内

容
で
あ
る
が
、
従
来
、
内
容
に
つ
い
て
の
資
料
の
少
な
い
演
目
で
も
あ
り
、
正
式
に
検
閲
の
た
め
の
上
げ
本
と
し
て
提
出
さ
れ
た
台
本
を

紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
比
較
の
た
め
に
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
、
同
公
演
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
春
秋
座
　
脚

本
梗
概
』
に
掲
載
さ
れ
た
内
容
紹
介
を
下
段
に
対
照
さ
せ
た
。

表
紙
を
含
め
て
三
丁
の
袋
綴
じ
で
、
表
紙
と
裏
表
紙
に
、「
有
楽
座
」「
警
視
廳
保
安
部
保
安
課
封
印
」
の
印
記
が
あ
る
。
二
丁
目
の
表

に
検
閲
済
を
示
す
「
警
視
廳
／
大
正
拾
壹
年
拾
月
九
日
／
検
閲
済
」
の
印
が
あ
り
、「
伊
藤
」
と
い
う
担
当
官
の
印
も
あ
る
。

以
下
、
行
移
り
は
原
文
の
通
り
、
丁
移
り
は
、
そ
の
丁
の
末
尾
に
「
１
表
」（
一
丁
目
表
の
終
了
）
の
形
で
示
し
た
。
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釈
迦
と
其
妻

侠
婦
伝

三
柏
葉
樹
頭
世
嵐
（
永
井
荷
風
作
）

群
衆
（
鈴
木
泉
三
郎
作
）



市
川
猿
之
助
案

舞
踊
劇

お
も
ち
や
店

或
る
お
も
ち
や
店
の
場
（
１
表
）

（
１
裏
白
紙
）

或
る
お
も
ち
や
店
の
場

登
場
人
物

お
も
ち
や
の
主
人

其
他

お
も
ち
や
の
精
大
ゼ
イ
（
２
表
）

舞
台
ハ
或
る
玩
具
店
の
店
先
キ
片
方
に
玩
具
が
た
く
さ
ん

並
べ
て
あ
る
店
の
老
爺
店
番
を
し
て
ゐ
る
此
模
様
に
て

幕
あ
く

ト
す
ぐ
に
舞
踊
様
に
な
る

お
も
ち
や
の
爺
又
ハ
大
変
つ
か
れ
た
る
有
様
に
て

自
分
の
店
の
お
も
ち
や
を
片
づ
け
る
事
も

忘
れ
て
寐
つ

〈
マ
マ
〉て
し
ま
ふ
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（『
春
秋
座
　
脚
本
梗
概
』
よ
り
）

お
も
ち
や
店
の
主
人
は
人
形
に
は
た
き
を
掛
け
な
が
ら
、
つ
ひ
う

と

く
と
ま
ど
ろ
ん
で
了
う
。
店
の
人
形
は
得
た
り
か
し
こ
し
活

躍
を
始
め
る
。『
首
振
り
』
が
出
て
遊
ん
で
居
る
処
へ
『
猫
』
が
出

て
来
る
、
丁
度
来
合
し
た
『
美
し
い
』
人
形
は
『
猫
』
の
た
め
に

足
折
ら
れ
る
。
そ
れ
を
見
た
『
女
』
の
人
形
は
怒
つ
て
『
猫
』
を

ひ
ど
い
目
に
逢
は
す
。『
猫
』
は
口
惜
し
さ
に
親
分
で
あ
る
『
魔
物
』

の
処
へ
逃
げ
て
来
て
鰭
を
附
け
て
そ
の
次
第
を
告
げ
、
復
讐
を
頼

む
。
そ
こ
で
『
魔
物
』
は
『
猿
』『
犬
』『
熊
』
に
『
魔
』
を
引
き

具
し
て
出
か
け
る
。
折
よ
く
魔
物
は
日
頃
か
ら
思
ひ
を
寄
せ
て
居

た
『
皇
女
』
に
出
逢
ひ
先
づ
之
を
生
擒
ら
ん
と
す
る
。
と
、
急
を

知
つ
た
『
王
子
』
は
単
騎
駆
け
つ
け
て
奮
闘
力
戦
の
結
果
『
魔
物
』

を
退
治
て
『
皇
女
』
を
取
返
し
凱
旋
す
る
。
大
将
を
失
つ
た
『
猫
』

『
犬
』『
猿
』『
熊
』『
魔
』
は
そ
の
葬
式
を
済
ま
せ
て
愈
々
弔
合
戦

を
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
一
場
の
大
修
羅
場
が
演
出
さ
れ
る
。

此
う
ち
に
夜
は
明
け
て
、
主
人
は
騒
ぎ
に
眼
を
さ
ま
し
、
人
形
達

は
忽
ち
も
と
の
位
置
に
収
ま
る
。
と
云
ふ
お
も
ち
や
店
の
幻
想
。



す
る
と
今
迄
お
と
な
し
く
し
て
ゐ
た
玩
具
は

急
に
各
自
に
動
き
出
し
戦
争
ご

つ
こ
を
初
め
出
す
色

く
な
事
が
あ
り

ト
ヾ
老
爺
さ
わ
ぎ
に
目
を
さ
ま
し
（
２
裏
）

驚
ゐ
て
玩
具
を
掃
除
す
る
と
戦
争

も
一
時
に
平
穏
に
帰
る
す

〈
マ
マ
〉

と
い
ふ
処
で

幕
（
３
表
）

千
穐
萬
歳
（
３
裏
）

四
、
資
料
紹
介
　
『
劇
的
バ
レ
ー
　
嫉
妬
』

帝
劇
は
洋
劇
部
を
抱
え
、
講
師
と
し
て
バ
レ
ー
教
師
の
Ｇ
・
Ｖ
・
ロ
ー
シ
ー
を
招
い
て
歌
劇
の
養
成
に
つ
と
め
て
い
る
。
そ
の
歌
劇
の

検
閲
用
上
げ
本
も
、『
お
も
ち
や
店
』
と
同
様
の
「
案
」
に
近
い
シ
ノ
プ
シ
ス
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
お
く
。
ロ
ー
シ
ー
作
に
よ
る

『
嫉
妬
』
は
、
大
正
四
年
十
月
帝
国
劇
場
で
上
演
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
比
較
の
た
め
、
同
興
行
の
絵
本
筋
書
（
演
博
蔵
）
に
あ

る
内
容
紹
介
を
下
段
に
載
せ
た
。

用
紙
は
二
十
行
の
罫
紙
を
二
つ
折
り
に
し
て
袋
綴
じ
に
し
て
あ
る
。
表
紙
見
返
し
に
「
警
視
廳
／
大
正
　
年
　
月
　
日
／
一
時
検
閲
済
」

の
印
記
が
あ
り
、
年
月
日
が
ペ
ン
で
書
き
込
ま
れ
「
大
正
四
年
九
月
廿
九
日
」
と
な
っ
て
い
る
。
担
当
官
の
印
記
は
「
舩
茂
」。

以
下
、
行
移
り
は
原
文
の
通
り
、
丁
移
り
は
、
そ
の
丁
の
末
尾
に
「
１
表
」（
一
丁
目
表
の
終
了
）
の
形
で
示
し
た
。
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嫉
妬
（
劇
的
バ
レ
ー
）（
１
表
）

（
１
裏
白
紙
）。

第
一
場

場
景
シ
ビ
リ
ア
ポ
サ
ダ
（
酒
店
）
の
内
部

幕
上
る
賊
酒
を
の
む
カ
ル
メ
ン
チ
タ
と
い
ふ
西
班
牙
の

舞
踏
家
現
は
れ
一
同
酒
と
水
と
を
さ
ゝ
け
る

し
か
し
舞
踏
家
は
拒
む
ア
ル
バ
ー
シ
ツ
と
い
ふ

闘
牛
者
現
は
れ
カ
ル
メ
ン
チ
タ
を
見
恋
を
捧

け
る
彼
女
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
カ
ル
メ
ン
チ
タ
は

友
情
の
た
め
に
踏
舞
す
る
漁
夫
（
恋
敵
）

ロ
ー
ド
リ
ー
グ
エ
ツ
来
り
カ
ル
メ
ン
チ
タ
を
見
（
２
表
）

カ
ー
ド
を
遊
び
し
あ
げ
く
喧
嘩
と
な
る

ロ
ー
ド
リ
ツ
片
手
を
傷
く
カ
ル
メ
ン
チ
タ
は

闘
牛
者
と
共
に
出
て
行
く
恋
敵
は
是
れ
を

追
ふ
闘
牛
者
を
傷
く
カ
ル
メ
ン
チ
タ
気
が

遠
く
な
る

ロ
ト
リ
ク
エ
ツ
入
り
来
り
彼
の
競
争
者
が
死
ん
だ
と

思
ひ
カ
ル
メ
ン
チ
タ
を
見
自
分
の
恋
を
か
な
へ
さ
せ

よ
う
と
す
る
カ
ル
メ
ン
チ
タ
は
暗
殺
者
を
見
て
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（
帝
国
劇
場
絵
本
筋
書
よ
り
）

『
第
一
場
　
西
班
牙
居
酒
屋
の
場
』
音
楽
に
て
幕
開
く
と
、
茲
は
西

班
牙
、
シ
ビ
リ
ア
、
ポ
サ
ダ
酒
店
の
内
部
に
し
て
、
人
相
悪
き
顧

客
多
勢
、
酒
を
飲
み
、
骨
牌
を
弄
し
て
居
る
と
、
カ
ル
メ
ン
チ
タ

と
云
ふ
舞
姫
出
来
る
に
よ
り
、
一
同
は
是
に
酒
を
勧
め
、
我
勝
ち

に
其
愛
を
得
ん
と
競
ふ
、
さ
れ
ど
カ
ル
メ
ン
チ
タ
は
一
々
其
等
の

申
出
を
断
る
、
ア
ル
ベ
レ
ツ
ツ
と
い
ふ
闘
牛
家
亦
入
来
り
、
カ
ル

メ
ン
チ
タ
を
見
て
心
を
動
し
、
満
身
の
愛
を
捧
げ
る
と
、
カ
ル
メ

ン
チ
タ
も
亦
憎
か
ら
ず
思
ひ
て
、
其
愛
を
受
け
、
共
に
手
を
取
つ

て
舞
ふ
、
カ
ル
メ
ン
チ
タ
が
昔
の
情
夫
に
し
て
漁
師
な
る
悪
漢
の

ロ
ド
リ
ク
エ
ツ
ツ
入
来
り
、
此
体
を
見
て
嫉
妬
を
起
し
、
ア
ル
ベ

レ
ツ
ツ
を
骨
牌
遊
の
仲
間
に
引
入
れ
、
喧
嘩
と
な
り
、
其
際
ロ
ド

リ
ク
エ
ツ
ツ
は
片
手
に
負
傷
を
な
し
、
カ
ル
メ
ン
チ
タ
は
ア
ル
ベ

レ
ツ
ツ
と
共
に
出
行
く
、
ロ
ト
リ
ク
エ
ツ
ツ
追
ひ
行
き
ア
ル
ベ
レ

ツ
ツ
重
傷
を
負
は
す
、
カ
ル
メ
ン
チ
タ
は
昏
倒
す
、
ロ
ト
リ
ク
エ

ツ
ツ
は
ア
ル
ベ
レ
ツ
ツ
既
に
死
し
た
る
も
の
と
思
ひ
、
カ
ル
メ
ン

チ
タ
に
迫
り
て
其
恋
を
遂
げ
ん
と
す
れ
ば
、
カ
ル
メ
ン
チ
タ
是
に

恋
の
仇
を
復
し
、
恋
人
を
助
け
ん
と
し
て
、
戸
外
に
出
づ
る
を
、

ロ
ド
リ
ク
エ
ツ
ツ
追
縋
り
、
カ
ル
メ
ン
チ
タ
を
傷
く
、
人
々
は
急



こ
れ
を
射
自
分
の
恋
人
を
助
け
や
う
と
戸
外

出
る
ロ
ド
リ
ク
エ
ツ
支
へ
彼
女
を
傷
け
る
（
１
裏
）

戸
外
の
騒
ぎ
が
き
こ
へ
る

漁
夫
は
打
つ
音
を
き
く
身
を
全
う
し
よ
う

と
窓
か
ら
出
る
　
　
シ

〈
マ
マ
〉

来
り
人
殺
を
見

カ
ル
メ
ン
チ
タ
は
窓
を
指
し
彼
を
殺
す

第
２
場

六
ヶ
月
后
シ
ビ
リ
ア
の
祭
の
日
カ
ル
メ
ン
チ
タ

と
カ
ル
バ
ー
レ
フ
の
結
婚
の
日

カ
ル
メ
ン
チ
タ
　
　
　
　
　
ミ
セ
ス
・
ロ
ー
シ
ー

カ
ル
バ
ー
レ
ツ
　
　
　
　
　
ミ
ス
タ
ー
・
ロ
ー
シ
ー
（
２
表
）

ロ
ト
リ
グ
エ
ツ
　
　
　
　
　
松
本
幸
四
郎

外
洋
劇
部
全
部
（
２
裏
）

五
、
資
料
紹
介
　
『
五
代
目
市
川
三
升
襲
名
披
露
口
上
』

続
い
て
紹
介
す
る
の
は
、
口
上
の
台
本
二
点
で
あ
る
。

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
六
代
目
尾
上
菊
五
郎
関
係
の
書
抜
に
、
や
は
り
「
口
上
」
の
も
の
が
あ
る
の
を
知
る
が
、
台

本
と
し
て
全
員
の
口
上
が
残
る
例
は
、
少
な
く
と
も
大
正
期
に
つ
い
て
は
未
見
で
あ
る
。
口
上
の
全
体
と
、
そ
れ
に
伴
う
俳
優
間
の
関
係
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を
警
官
に
告
げ
、
警
官
入
来
り
、
カ
ル
メ
ン
よ
り
ロ
ド
リ
ク
エ
ツ

ツ
の
行
方
を
聞
き
、
忽
ち
に
に
彼
を
射
殺
す
。

『
第
二
場
、
シ
ビ
リ
ア
の
街
上
』
是
よ
り
六
ヶ
月
程
経
、
シ
ビ
リ
ア

の
祭
の
日
、
カ
ル
メ
ン
チ
タ
は
ア
ル
ベ
レ
ツ
ツ
と
目
出
度
く
結
婚

し
、
茲
に
人
々
の
祝
賀
を
受
く
る
模
様
に
て
賑
に
幕



が
う
か
が
わ
れ
る
資
料
と
い
え
よ
う
。

五
代
目
市
川
三
升
襲
名
披
露
口
上
は
、
大
正
六
年
十
一
月
帝
国
劇
場
で
の
、
九
代
目
団
十
郎
追
善
興
行
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。
女
方

を
本
領
と
し
な
が
ら
も
座
頭
で
あ
る
六
代
目
尾
上
梅
幸
の
発
声
に
始
ま
り
、
七
代
目
松
本
幸
四
郎
、
七
代
目
沢
村
宗
十
郎
、
初
代
沢
村
宗

之
助
、
堀
越
福
三
郎
改
め
五
代
目
市
川
三
升
、
五
代
目
市
川
新
之
助
、
堀
越
喜
久
栄
（
の
ち
の
三
代
目
市
川
翠
扇
）
が
、
順
に
口
上
を
述

べ
て
い
る
　
襲
名
の
当
人
が
発
言
す
る
の
は
昭
和
後
期
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
よ
う
な
言
説
も
な
さ
れ
る
が
、
す
で
に
三
升
本
人
が
発

言
し
て
い
る
こ
と
も
分
か
る
。
当
今
と
も
違
う
独
特
の
口
上
口
調
が
興
味
深
い
。

帝
国
劇
場
の
劇
場
外
観
写
真
が
入
っ
た
事
務
用
箋
十
枚
を
使
っ
て
、
毛
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
頁
移
り
は
、
終
末
部
に

「（
１
）」（
１
枚
目
の
終
わ
り
）
の
形
で
示
し
た
。
漢
字
を
通
行
の
字
体
に
改
め
た
他
は
、
す
べ
て
原
本
の
通
り
で
あ
る
。

口
上

梅
幸

一
座
高
う
ハ
御
座
り
ま
す
れ
ど
、
御
免
蒙
り
口
上
申
上
げ
ま
す
る
、
当
劇
場
御
贔
屓
と
あ
つ
て
興
行
の
度
毎
い
つ
も

く
大
入
大
繁
昌
、

株
主
重
役
ハ
元
よ
り
従
事
員
一
統
、
数
な
ら
ぬ
私
共
に
至
り
ま
す
る
迄
、
難
有
厚
く
御
礼
を
申
上
げ
ま
す
る
や
う
に
御
座
り
ま
す
。

偖
又
此
度
ハ
故
九
代
目
市
川
團
十
郎
追
善
と
御
座
り
ま
し
て
、
聊
か
故
人
の
俤
を
偲
び
ま
す
る
為
、
未
熟
な
る
技
芸
を
御
高
覧
に
供
し
ま

す
る
や
う
な
次
第
に
御
座
り
ま
す
。

今
更
私
共
が
申
上
げ
ま
す
る
迄
も
御
座
り
ま
せ
ね
ど
故
人
ハ
明
治
梨
園
界
が
生
み
ま
し
た
る
一
大
巨
人
に
御
座
り
ま
し
て
、
当
時
の
学
者

有
識
の
人
々
と
語
ひ
我
国
粋
と
も
申
す
べ
き
歌
舞
伎
劇
の
保
（
１
）
存
ニ
努
め
、
其
存
生
中
ハ
元
よ
り
、
当
人
没
後
も
益
々
隆
盛
を
極
め
、

今
日
海
外
迄
も
、
我
歌
舞
伎
劇
の
名
誉
を
挙
ぐ
る
に
至
り
ま
し
た
る
ハ
故
人
の
人
格
技
芸
努
力
等
大
ニ
預
つ
て
力
あ
る
事
と
存
じ
ま
す
や
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う
に
御
座
り
ま
す
。

光
陰
ハ
矢
の
如
し
と
か
申
し
ま
し
て
、
歳
月
の
経
る
の
ハ
誠
に
早
い
も
の
で
、
故
人
が
没
し
ま
し
て
既
に
十
有
余
年
に
御
座
り
ま
す
る
。

亡
父
五
代
目
菊
五
郎
と
ハ
親
戚
の
関
係
ニ
御
座
り
ま
し
て
て
、
舞
台
の
上
の
み
な
ら
ず
、
日
頃
の
交
際
も
、
兄
弟
同
様
、
親
み
交
は
し
た

る
間
柄
故
、
私
共
に
と
り
ま
し
て
ハ
、
師
と
も
親
と
も
思
は
れ
、
五
代
目
菊
五
郎
没
後
私
共
兄
弟
改
名
の
砌
り
に
も
、
故
人
ハ
私
共
の
為

め
に
情
を
こ
め
た
る
披
露
の
口
上
を
、
申
呉
れ
ま
し
た
る
や
う
な
訳
に
て
、
そ
れ
や
こ
れ
や
（
２
）
を
思
出
し
ま
す
れ
バ
、
未
だ
昨
日
今

日
の
如
く
、
今
更
な
が
ら
追
懐
の
涙
に
く
れ
ま
す
や
う
な
次
第
に
御
座
り
ま
す
。

是
に
列
り
ま
す
る
ハ
故
人
が
遺
れ
か
た
み
実
子
冨
貴
子
両
人
の
婿
、
福
三
郎
改
め
三
升
並
ニ
新
之
助
、
其
娘
喜
久
江
に
に
御
座
り
ま
す
。

三
升
新
之
助
共
、
既
に
舞
台
の
人
と
な
り
、
専
心
芸
道
修
業
中
に
て
、
未
だ
若
年
未
熟
ニ
ハ
御
座
り
ま
す
れ
ど
、
志
ハ
中
々
堅
固
に
御
座

り
ま
す
れ
バ
、
次
第

く
に
技
芸
も
熟
達
い
た
す
事
と
存
じ
ま
す
る
や
う
に
御
座
り
ま
す
。
従
ひ
ま
し
て
、
皆
様
方
に
も
足
ら
ハ
ぬ
所
ハ

充
分
御
叱
り
下
さ
れ
ま
し
て
、
市
川
の
流
益
々
清
く
尽
き
せ
ぬ
や
う
、
御
贔
屓
御
引
立
の
程
一
重
に
お
願
ひ
申
上
げ
ま
す
る
や
う
に
御
座

り
ま
す
。

幸
四
郎
（
３
）

偖
私
事
ハ
幼
少
よ
り
故
人
の
門
弟
と
な
り
、
親
し
く
薫
陶
を
受
け
ま
し
た
る
一
人
に
御
座
り
ま
し
て
、
申
さ
バ
此
親
柱
の
御
蔭
に
て
人
と

な
り
、
漸
く
今
日
独
歩
き
い
た
す
や
う
に
な
り
ま
し
た
る
者
に
御
座
り
ま
し
て
常
々
故
人
に
ハ
心
か
ら
推
腹
い
た
し
居
り
ま
す
る
が
、
既

に
梅
幸
も
申
上
げ
ま
し
た
る
通
り
に
て
、
只
今
そ
れ
を
繰
返
し
ま
し
て
ハ
、
徒
ら
に
重
複
い
た
し
ま
す
ば
か
り
故
茲
ニ
ハ
省
略
い
た
し
ま

し
て
、
只
管
御
願
い
た
し
ま
す
る
ハ
、
何
卒
故
人
に
対
す
る
御
誼
み
を
是
な
る
三
升
、
新
之
助
両
人
の
上
に
御
掛
け
下
さ
り
ま
し
て
、
一

入
の
御
贔
屓
御
引
立
を
御
願
ひ
い
た
し
ま
す
る
や
う
な
次
第
に
御
座
り
ま
す
る
。
殊
ニ
三
升
儀
ハ
従
来
福
三
郎
を
名
乗
り
居
り
ま
し
た
る

が
、
今
回
の
追
善
を
機
と
い
た
し
ま
し
て
、
故
人
の
俳
名
三
升
を
襲
名
い
た
し
、
其
御
披
を
兼
ね
て
新
之
助
（
４
）
冨
貴
子
を
引
連
れ
当

座
迄
旋
せ
参
じ
ま
し
た
る
次
第
同
人
等
将
来
の
出
吉

マ

マ

ハ
一
重
ニ
何
れ
も
様
の
御
引
立
如
何
に
依
る
事
ニ
御
座
り
ま
す
れ
バ
何
卒
嚮
向
長
く
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御
目
掛
け
ら
れ
御
力
添
の
程
を
御
願
い
た
し
ま
す
る
や
う
に
御
座
り
ま
す
。

分
け
て
申
上
げ
ま
す
る
ハ
勧
進
帳
の
儀
ニ
御
座
り
ま
す
る
。
只
今
迄
何
回
相
勤
め
ま
し
た
る
や
、
当
劇
場
に
於
て
す
ら
再
三
御
目
通
り
に

供
し
既
に
今
春
一
月
の
舞
台
に
上
場
い
た
し
ま
し
た
る
ば
か
り
に
御
座
り
ま
す
れ
バ
、
御
客
様
に
も
さ
ぞ
御
迷
惑
と
、
幾
度
か
辞
退
い
た

し
ま
し
た
る
な
れ
ど
、
此
勧
進
帳
ハ
故
人
の
最
も
心
を
入
れ
、
且
つ
得
意
と
い
た
し
ま
し
た
る
も
の
團
十
郎
の
勧
進
帳
か
勧
進
帳
の
團
十

郎
か
と
申
す
位
に
て
追
善
に
ハ
な
く
て
叶
ハ
ぬ
も
の
故
、
是
非
と
も
相
勤
め
ま
す
や
う
、
四
方
御
客
様
（
５
）
方
強
て
の
御
勧
め
も
だ
し

が
た
く
、
殊
に
富
樫
に
ハ
梅
幸
、
義
経
ニ
ハ
宗
十
郎
出
演
い
た
し
今
春
と
ハ
聊
か
御
目
先
き
も
変
り
ま
す
る
事
故
御
言
葉
ニ
甘
へ
出
演
い

た
し
ま
す
や
う
な
次
第
に
御
座
り
ま
す

何
卒
又
か
と
御
叱
り
な
く
旧
き
う
ち
よ
り
新
ら
し
き
を
汲
み
御
見
物
の
程
一
重
に
御
願
ひ
い
た
し
ま
す
る
や
う
に
御
座
り
ま
す
る
。

宗
十
郎

只
今
梅
幸
幸
四
郎
の
申
上
げ
ま
し
た
る
通
り
、
故
人
ハ
明
治
俳
優
中
殊
に
勝
れ
た
る
名
人
ニ
御
座
り
ま
し
て
、
其
流
れ
を
汲
む
一
門
も
数

多
く
、
私
共
迄
聊
か
親
類
関
係
の
筋
合
ニ
御
座
り
ま
す
る
が
、
今
日
此
追
善
の
席
に
列
し
ま
す
る
事
ハ
殊
ニ
名
誉
の
次
第
に
存
じ
ま
す
る

や
う
に
御
座
り
ま
す
。
就
き
ま
し
て
此
追
善
劇
ニ
御
座
り
ま
す
る
が
（
６
）
此
際
却
て
お
祭
騒
ぎ
ハ
遠
慮
い
た
し
、
神
妙
ニ
故
人
を
追
慕

し
、
其
妙
技
の
跡
を
尋
ね
る
方
、
寧
ろ
追
善
の
本
意
に
も
叶
ひ
ま
す
る
や
う
心
得
、
当
劇
場
専
属
の
俳
優
の
み
に
て
演
じ
ま
す
る
や
う
な

儀
ニ
御
座
り
ま
す
る
。
尚
一
際
の
剰
売
を
前
約
い
た
し
ま
し
て
、
其
上
り
高
の
幾
部
分
を
去
月
水
害
の
砌
り
、
不
慮
の
災
難
に
遭
遇
し
不

自
由
致
さ
れ
居
る
人
々
の
慰
問
の
資
に
供
し
度
と
存
じ
居
り
ま
す
る
や
が
て
是
れ
故
人
追
善
の
意
に
叶
ひ
ま
す
る
か
と
考
へ
ま
す
る
や
う

に
御
座
り
ま
す
。

宗
之
助

只
今
宗
十
郎
の
申
上
げ
ま
し
た
る
様
ニ
ご
ざ
り
ま
す
れ
バ
例
へ
表
掛
り
ハ
質
素
に
俳
優
ハ
小
勢
に
御
座
り
ま
し
て
も
、
其
志
と
意
気
組

（
７
）
ハ
聊
か
譲
る
所
な
く
却
て
、
気
を
合
せ
、
舞
台
の
上
に
勉
強
い
た
し
ま
す
れ
ば
何
卒
御
贔
屓
様
に
於
き
ま
し
て
も
、
日
頃
の
お
よ
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し
み
と
御
座
り
ま
し
て
賑
々
し
く
御
来
観
連
日
満
員
打
続
け
ま
す
る
や
う
勝
手
が
ま
し
う
ハ
御
座
り
ま
す
れ
ど
御
願
ひ
い
た
し
ま
す
る
や

う
に
御
座
り
ま
す
。

福
三
郎

私
事
ハ
福
三
郎
改
め
三
升
ニ
御
座
り
ま
す
る
。
只
今
梅
幸
初
め
一
同
の
申
上
げ
ま
し
た
る
通
り
此
度
ハ
亡
父
九
代
目
團
十
郎
の
追
善
と
御

座
り
ま
し
て
御
贔
屓
様
の
厚
い
御
力
添
を
蒙
り
初
日
早
々
（
初
日
以
来
）
斯
く
賑
々
し
く
御
来
観
下
さ
れ
難
有
厚
く
御
礼
を
申
上
げ
ま
す

る
や
う
に
御
座
り
ま
す
。
家
内
一
統
ハ
勿
論
の
事
、
故
人
も
さ
ぞ
地
下
に
於
て
感
泣
い
た
し
居
り
ま
す
る
事
と
存
じ
ま
す
（
８
）。

新
之
助

私
共
両
人
此
恩
儀
ニ
報
ひ
ま
す
る
為
め
、
又
二
ツ
に
ハ
斯
く
迄
御
賞
賛
下
さ
る
亡
父
團
十
郎
の
名
を
耻
し
め
ぬ
為
、
層
一
層
芸
道
勉
強
い

た
し
ま
す
れ
バ
皆
様
方
に
も
尚
此
上
と
も
御
屓
贔

〈
マ
マ
〉

の
上
御
引
立
の
程
を
一
重
に
御
願
申
上
げ
ま
す
る
。
尚
是
れ
な
る
喜
久
栄
ハ
私
娘
に
御

座
り
ま
す
る
が
故
人
が
唯
一
の
血
統
と
御
座
り
ま
し
て
強
て
当
座
の
御
勧
め
に
よ
り
烏
滸
が
ま
し
く
も
御
目
通
り
に
控
へ
さ
せ
ま
し
た
何

卒
御
見
知
り
下
さ
れ
ま
す
る
や
う
御
願
ひ
申
上
げ
ま
す
。

喜
久
栄

宜
し
う
お
願
ひ
致
し
升
る
。

梅
幸

偖
て
故
人
の
事
に
関
し
ま
し
て
申
上
げ
度
事
数
限
り
も
御
座
り
ま
せ
ね
ど
、
此
上
御
静
聴
を
煩
す
も
恐
れ
あ
り
（
９
）
ま
す
れ
バ
只
一
言

此
追
善
興
行
の
成
功
い
た
し
ま
す
る
や
う
隅
か
ら
隅
迄
ズ
ー
イ
と
希
上
げ
奉
り
ま
す
。（
10
）

六
、
資
料
紹
介
　
『
七
代
目
尾
上
栄
三
郎
襲
名
披
露
口
上
』
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七
代
目
尾
上
栄
三
郎
襲
名
披
露
口
上
は
、
歌
舞
伎
座
専
属
の
十
五
代
目
市
村
羽
左
衛
門
、
市
村
座
専
属
の
六
代
目
尾
上
菊
五
郎
を
迎
え

た
、
大
正
九
年
六
月
帝
国
劇
場
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
座
頭
の
六
代
目
尾
上
梅
幸
に
始
ま
り
、
七
代
目
松
本
幸
四
郎
、
六
代
目

尾
上
菊
五
郎
、
弟
の
六
代
目
坂
東
彦
三
郎
、
十
五
代
目
市
村
羽
左
衛
門
、
再
び
七
代
目
松
本
幸
四
郎
、
七
代
目
沢
村
宗
十
郎
、
初
代
沢
村

宗
之
助
、
十
三
代
目
守
田
勘
弥
、
四
代
目
沢
村
長
十
郎
、
四
代
目
尾
上
松
助
、
二
代
目
尾
上
幸
蔵
が
、
順
に
口
上
を
述
べ
る
。
こ
こ
で
は

栄
三
郎
本
人
は
控
え
て
い
る
の
み
の
よ
う
で
あ
る
。
栄
三
郎
は
、
こ
の
の
ち
大
正
十
五
年
五
月
七
日
に
、
二
十
七
歳
を
以
て
病
没
す
る
。

帝
劇
専
属
の
俳
優
を
主
と
し
た
三
升
襲
名
と
異
な
り
、
他
座
か
ら
迎
え
た
大
看
板
と
帝
劇
諸
優
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
、
劇
壇
の
相
関
図
を
自

ず
と
物
語
っ
て
興
味
深
い
。

六
丁
の
袋
綴
じ
に
毛
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。
丁
移
り
は
、
そ
の
丁
の
末
尾
に
「
１
表
」（
一
丁
目
表
の
終
了
）
の
形
で
示
し
た
。
用
箋

は
「
平
山
用
箋
」
と
あ
る
の
で
、
竹
柴
晋
吉
（
平
山
晋
吉
）
の
手
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
句
読
点
が
な
い
の
で
、
通
読
の
便
の
た
め

に
適
宜
空
白
を
設
け
た
。
ま
た
、
貼
り
紙
に
よ
る
大
き
な
訂
正
が
三
箇
所
あ
り
、
貼
り
紙
の
部
分
を
【

】
で
示
し
た
。
羽
左
衛
門
の
発

言
は
、
や
や
短
す
ぎ
た
と
こ
ろ
へ
愛
嬌
の
文
言
を
付
け
加
え
た
も
の
、
逆
に
松
助
と
幸
蔵
の
訂
正
は
、
長
す
ぎ
る
と
こ
ろ
を
切
り
縮
め
、

終
末
部
の
訂
正
は
、「
隅
か
ら
隅
ま
で
ズ
イ
と
」
に
至
る
部
分
で
の
各
俳
優
の
顔
の
立
て
方
が
分
か
る
。

口
上
（
１
表
）

（
１
裏
白
紙
）

本
舞
台
は
金
襖
の
道
具
に
て
鍛

〈
マ
マ
〉帳
を
巻
上
る

ト
頭
取
い
で
ゝ
俳
優
を
一
々
呼
び
出
し
席
に
着
か
せ
て
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梅
幸
　
一
座
高
う
は
御
座
り
ま
す
る
が
口
上
を
申
上
奉
り
ま
す
　
偖
、
梅
も
実
に
入
る
季
節
に
も
か
ゝ
は
り
ま
せ
ず
何
れ
も
様
に
は
益
々

御
機
嫌
克
い
ら
せ
ら
れ
恐
悦
至
極
に
ぞ
ん
じ
奉
り
ま
す
　
随
而
当
興
行
は
市
村
羽
左
衛
門
出
勤
仕
り
ま
す
れ
ば
取
分
て
狂
言
を
選

み
御
覧
に
供
し
奉
り
ま
す
る
　
何
卒
御
光
臨
の
程
伏
て
希
願
上
奉
り
ま
す
　
序

つ
い
で
な
が
ら
と
申
し
て
ハ
失
礼
に
ご
ざ
り
ま
す
る
が
尚

一
言
こ
の
お
席
を
お
借
り
申
し
ま
し
て
御
聞
き
取
お
き
を
願
ひ
た
う
ぞ
ん
じ
ま
す
、
就
い
て
ハ
高
麗
屋
さ
ん
倅
丑
之
助
の
御
披
露

を
願
ひ
ま
す

幸
四
郎
　
畏
り
ま
し
た
　
偖
皆
様
　
今
度
尾
上
丑
之
助
　
栄
三
郎
と
改
名
仕
り
名
題
に
昇
進
い
た
し
ま
す
や
う
に
ご
ざ
り
ま
す
　
サ
ア
六

代
（
２
表
）
目
さ
ん
私
が
口
開
き
を
い
た
し
ま
し
た
か
ら
宗
家
の
あ
な
た
か
ら
口
上
を
述
べ
て
下
さ
い

菊
五
郎
　
ハ
イ
夫
で
は
私
が
申
上
ま
せ
う
　
予
て
御
客
様
も
御
承
知
の
如
く
私
が
前
名
を
継
ぎ
ま
し
た
丑
之
助
は
本
年
が
徴
兵
適
齢
で
人

壱
人
前
に
相
成
ま
し
た
も
の
で
ご
ざ
り
ま
す
　
夫
故
御
贔
屓
下
さ
る
御
客
様
よ
り
名
題
に
せ
よ
改
名
さ
せ
よ
と
種
々
の
お
勧
め
を

う
け
未
だ
修
業
中
に
は
ご
ざ
り
ま
す
れ
ど
名
題
に
昇
進
い
た
し
兄
の
梅
幸
が
そ
の
以
前
栄
三
郎
と
申
し
居
り
ま
し
た
を
中
程
彦
三

郎
が
継
ぎ
ま
し
た
が
此
度
丑
之
助
を
栄
三
郎
と
改
め
ま
し
て
ご
ざ
り
ま
す
　
此
上
は
尾
上
の
松
の
と
こ
し
な
へ
に
大
な
る
樹み

き

と
相

成
ま
す
る
や
う
重
扇
の
末
広
く
御
力
添
を
偏
に
願
上
奉
り
ま
す

彦
三
郎
　
私
の
前
名
栄
三
郎
を
襲
名
い
た
し
呉
れ
ま
し
た
丑
之
助
は
七
代
目
（
２
裏
）
栄
三
郎
に
相
成
ま
す
る
　
私
と
違
ひ
真

ま
こ
と
に
内
気
な

性
分
で
ご
ざ
り
ま
し
て
其
癖
芸
道
に
は
熱
心
で
ご
ざ
り
ま
す
　
夫
故
一
を
聞
い
て
十
を
知
る
位
に
、
イ
ヤ
こ
れ
は
聊
か
贔
屓
目
か

も
知
れ
ま
せ
ん
、
何
事
に
よ
ら
ず
精
神
を
籠
め
て
勤
め
ま
し
た
な
ら
ゆ
く

く
は
立
派
な
俳
優
と
も
な
ら
れ
ま
せ
う
か
と
ぞ
ん
じ

ま
す
れ
ば
御
目
か
け
ら
れ
御
手
引
な
し
下
さ
り
ま
す
る
や
う
願
は
し
う
ぞ
ん
じ
ま
す
る

羽
左
衛
門
【
私
は
当
劇
場
へ
昨
年
六
月
ま
い
り
ま
し
て
又
今
年
の
六
月
に
養
子
に
参
り
ま
し
た
　
女
優
の
居
る
劇
場
で
ご
ざ
り
ま
す
か
ら

嫁
詮
索

せ
ん
さ
く

を
い
た
す
の
で
ご
ざ
り
ま
す
が
イ
ヤ
ハ
ヤ
男
優
の
時
ば
か
り
の
出
勤
で
よ
い
嫁
を
見
だ
す
こ
と
が
で
き
ず
　
い
つ
も
い
つ

も
不
本
意
に
ぞ
ん
じ
を
り
ま
す
】
梅
幸
か
ら
丑
之
助
の
名
題
昇
進
並
に
改
名
の
儀
に
つ
き
相
談
に
預
り
ま
し
た
そ
の
際
　
親
の
目
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に
は
丑
之
助
が
子
供
の
や
う
に
見
え
る
で
あ
ら
う
が
私
の
見
た
所
で
は
も
う
壱
人
前
に
な
つ
て
ゐ
る
　
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た

な
ら
本
人
の
励
み
に
も
な
る
ま
い
か
ら
皆
様
の
仰
せ
に
従
つ
た
ら
よ
か
ら
う
と
勧
め
ま
し
て
　
い
よ

く
此
た
び
の
運
び
に
相
成

ま
し
た
次
第
に
ご
ざ
り
ま
す
（
３
表
）

幸
四
郎
　
先
程
も
申
上
ま
し
た
が
丑
之
助
さ
ん
の
お
目
出
度た

い

お
話
を
伺
ひ
ま
し
た
時
ど
の
や
う
に
悦
び
ま
し
た
か
知
れ
ま
せ
ん
　
実
は
若

い
俳
優
さ
ん
が
名
題
に
お
な
り
な
さ
る
の
に
修
業
中
だ
と
仰
し
や
つ
て
出
世
を
さ
せ
て
下
さ
ら
な
か
つ
た
　
夫
故
私
は
ど
こ
や
ら

も
の
た
ら
ぬ
や
う
に
思
つ
て
居
り
ま
し
た
が
然
る
に
此
度
お
許
し
を
え
て
今
日
の
お
弘
め
は
ど
の
や
う
に
悦
ば
し
い
か
知
れ
ま
せ

ぬ
　
此
上
は
舞
台
に
立
ち
て
一
生
懸
命
の
御
勉
強
を
祈
り
居
り
ま
す

宗
十
郎
　
私
は
当
春
二
人
の
倅
を
名
題
に
い
た
し
ま
し
た
か
ら
丑
之
助
さ
ん
が
名
題
に
な
る
と
き
い
て
嬉
し
く
思
ひ
ま
し
た
　
夫
か
ら
直

に
寺
嶋
さ
ん
へ
参
り
ま
し
た
時
　
私
の
家
に
は
種い

ろ

々
の
名
前
が
あ
る
が
矢
張
御
自
分
の
附
け
て
ゐ
た
栄
三
郎
を
継
せ
る
と
伺
ひ
ま

し
た
　
一
つ
名
が
此
様
に
代
々
続
い
て
行
く
と
い
ふ
の
は
誠
に
目
出
度
こ
と
ゝ
思
ひ
ま
す
　
こ
れ
こ
そ
尾
上
（
３
裏
）
家
一
家
一

門
千
代
と
栄
え
る
し
る
し
か
と
ぞ
ん
じ
お
悦
び
を
申
上
ま
す
る

宗
之
助
　
こ
の
お
祝
ひ
を
伺
ひ
ま
し
た
時
私
は
斯
う
思
ひ
ま
し
た
　
顧
み
れ
ば
帝
国
劇
場
開
場
の
際
の
丑
之
助
さ
ん
は
ま
だ
子
役
で
あ
り

ま
し
た
が
十
年
の
星
霜
を
経
て
先
頃
紀
年
興
行
の
御
祝
賀
が
あ
り
引
続
て
の
お
目
出
度
は
一
座
に
と
り
て
此
上
も
な
い
面
目
と
悦

び
を
重
ね
て
お
礼
申
上
ま
す

勘
弥
　
斯
様
に
目
出
度
こ
と
が
続
き
ま
し
て
親
し
み
の
あ
る
睦
ま
じ
い
中
へ
私
が
加
は
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
は
名
聞
と
申
す
外
は

ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
　
併
し
私
も
口
上
を
申
し
上
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
が
夫
で
は
あ
ま
り
鳴
滸
が
ま
し
う
ぞ
ん
じ
ま
す
れ
ば
栄
三
郎
改
名

名
題
昇
進
の
御
祝
儀
申
し
述
べ
ま
す
や
う
に
ご
ざ
り
ま
す

長
十
郎
　
私
は
今
日
こ
の
御
披
露
の
席
に
列
な
り
お
悦
ひ
を
申
す
の
で
ご
ざ
り
ま
（
４
表
）
す
る
が
先
輩
の
方
々
か
ら
十
分
に
述
べ
て
下

さ
い
ま
し
た
か
ら
何
も
申
上
る
こ
と
は
ご
ざ
り
ま
せ
ん
　
お
友
達
の
栄
三
郎
さ
ん
と
と
も
ど
も
に
此
の
道
に
尽
す
心
得
に
ご
ざ
り
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ま
す

松
助
　
又
私
は
長
生
の
徳
が
あ
ら
は
れ
ま
し
て
目
出
度
こ
と
が
重
な
つ
て
参
り
ま
す
　
こ
の
丑
之
助
の
父
が
栄
三
郎
で
名
題
に
な
り
ま
し

た
時
も
又
梅
幸
を
襲
名
の
際
六
代
目
菊
五
郎
坂
東
彦
三
郎
の
改
名
に
も
口
上
に
連
な
り
又
丑
之
助
が
栄
三
郎
と
相
成
ま
し
た
今
日

の
御
披
露
に
加
は
り
ま
す
る
は
弟
子
冥
利
に
つ
き
た
果
報
者
で
ご
ざ
い
ま
す
　
イ
ヤ
こ
れ
は
私
の
こ
と
の
み
を
申
し
誠
に
恐
入
り

ま
し
た
　
夫
に
つ
き
尾
上
家
門
弟
一
同
此
席
へ
連
な
り
ま
す
る
筈
で
ご
ざ
り
ま
す
る
が
何
分
に
も
大
勢
の
こ
と
と
て
私
と
幸
蔵
が

代
理
と
し
て
一
言
申
上
る
や
う
に
ご
ざ
り
ま
す

幸
蔵
　
何
分
に
も
年
若
き
栄
三
郎
芸
道
未
熟
に
ご
ざ
り
ま
す
れ
ば
（
４
裏
）
悪
し
き
所
は
幾
重
に
も
ア
ヽ
セ
イ
、
コ
ウ
セ
イ
、
と
御
差
図

を
願
ひ
御
引
立
な
し
下
さ
り
ま
す
る
や
う
門
弟
一
同
に
代
り
宜
敷
御
願
申
上
奉
り
ま
す
る

【
松
助
　
又
私
は
長
生
の
徳
で
ご
ざ
り
ま
す
か
襲
名
披
露
の
際
に
は
急
度
そ
の
席
に
連
り
ま
す
る
　
又
此
度
も
尾
上
家
門
弟
一
同
に
代
り

私
と
幸
蔵
が
此
席
へ
並
び
ま
し
た
や
う
に
ご
ざ
い
ま
す

幸
蔵
　
何
分
に
も
年
若
き
栄
三
郎
儀
に
ご
ざ
り
ま
す
れ
ば
幾
重
に
も
御
差
図
を
願
ひ
御
取
立
な
し
下
さ
り
ま
す
る
や
う
門
弟
一
同
に
代

り
御
願
申
上
奉
り
ま
す
る
】

幸
四
郎
　
偖
栄
三
郎
さ
ん
に
つ
き
ま
し
て
ハ
銘
々
よ
り
御
願
ひ
申
上
ま
し
て
ご
ざ
り
ま
す
る
が
尚
よ
き
折
柄
と
ぞ
ん
じ
ま
す
れ
ば
、
寺
嶋

さ
ん
あ
な
た
か
ら
国
松
改
名
猿
蔵
の
口
上
を
お
願
申
ま
す

梅
幸
　
デ
ハ
お
詞
に
あ
ま
へ
ま
し
て
申
上
ま
せ
う
　
国
松
改
名
猿
蔵
の
口
上
を
申
上
ま
す
　
こ
れ
は
九
代
目
團
十
郎
と
因
み
も
深
き
故
市

川
猿
蔵
の
倅
で
ご
ざ
り
ま
し
て
父
の
死
後
幸
四
郎
が
預
り
世
話
を
い
た
し
居
り
ま
し
た
が
此
度
名
題
に
昇
進
改
名
は
仕
り
ま
し
た

な
れ
ど
こ
れ
と
て
も
未
だ
修
業
中
の
者
に
ご
ざ
り
ま
す
れ
ば
此
上
共
よ
き
俳
優
に
相
成
ま
す
る
や
う
御
見
捨
な
く
御
取
立
な
し
下

さ
り
ま
す
る
や
う
願
上
奉
り
ま
す
る
（
５
表
）

羽
左
衛
門
　
斯
く
一
座
の
者
を
見
ま
す
る
と
知
ら
ぬ
昔
が
偲
ば
れ
て
な
り
ま
せ
ぬ
　
先
私
の
市
村
　
勘
弥
の
守
田
は
太
夫
元
の
家
柄
で
ご
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ざ
り
ま
し
て
こ
ゝ
に
並
び
居
り
ま
す
る
者
皆
古
き
家
筋
で
ご
ざ
り
ま
す
　
斯
様
に
名
門
が
揃
ま
し
た
は
稀
に
見
ら
れ
ぬ
こ
と
と
ぞ

ん
じ
ま
す
る

宗
十
郎
　
こ
の
お
目
出
度
中
で
又
も
目
出
度
御
披
露
を
な
さ
れ
た
栄
三
郎
さ
ん
は
如
何
な
る
月
日
の
下
に
生
れ
た
幸
運
の
お
人
で
あ
る
か

子
を
持
つ
親
の
私
は
羨
し
う
思
は
れ
ま
す
　
此
上
は
益
々
御
出
精
な
さ
れ
て
御
上
達
が
肝
要
か
と
ぞ
ん
じ
ま
す

菊
五
郎
　
此
商
売
ば
か
り
は
一
生
稽
古
で
ご
ざ
り
ま
し
て
目
上
の
人
の
教
へ
を
う
け
芸
を
磨
く
よ
り
外
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
　
私
も
影
な
が

ら
力
を
添
へ
注
意
を
加
へ
ま
す
れ
ば
ゆ
く

く
は
一
ト
か
ど
の
俳
優
と
も
相
成
り
ま
す
る
や
う
御
贔
（
５
裏
）
屓
御
引
立
の
程
偏

に
願
上
奉
り
ま
す
る

梅
幸
　
此
上
は
祖
父

ち

ゞ

五
代
目
菊
五
郎
の
御
余
光
を
持
つ
て
御
愛
顧
を
賜
り
度
　
幾
重
に
も
幾
重
に
も
折
入
つ
て
隅
か
ら
隅
ま
で

羽
左
衛
門
・
梅
幸
・
幸
四
郎
・
菊
五
郎
　
ズ
イ
ト

皆
々
　
希
願
上
奉
り
ま
す
る
（
６
表
）

【
梅
幸
　
重
ね
て
御
願
い
た
し
升
る
は
五
代
目
菊
五
郎
の
御
余
光
を
も
つ
て
未
熟
な
る
栄
三
郎
此
上
は
皆
様
の
御
情
に
て
行
く

く
は
立

派
な
る
俳
優
と
な
ら
れ
升
る
や
う
御
引
立
の
程

幸
四
郎
　
隅
か
ら
隅
ま
で
ズ
イ
と

菊
五
郎
　
希
願

皆
々
　
上
奉
り
升
る
】

（
６
裏
白
紙
）

（
補
記
）
紹
介
を
な
す
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
も
そ
も
映
画
文
化
協
会
の
存
在
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
古
井
戸
秀
夫
氏
、
資
料
閲
覧
に
あ

た
っ
て
様
々
な
便
宜
を
お
取
り
は
か
ら
い
下
さ
れ
た
映
画
文
化
協
会
の
、
油
野
雅
龍
氏
、
石
川
敏
治
氏
、
永
田
智
子
氏
の
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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〔Summary〕

The note on Kabuki Scripts in the collection of 
EIGA-BUNKA-KYOKAI (1)

KODAMA Ryuichi

Department of Performing Arts in National Research Institute of Cultural
Properties,Tokyo carries out the research on Kabuki scripts in modern age.

As a part of its outcomes, this note would like to show here some of the
Kabuki scripts which belong to the collection of EIGA-BUNKA-KYOKAI. 

EIGA-BUNKA-KYOKAI keeps the scripts that related to the Imperial
Theater from 1910 till 1930s and those which were referred by its literary
section.

The collection includes various kinds of works, such as valuable
manuscripts from Edo Period and the scripts of the modern drama.

As the first part of the introduction, we listed the titles of the scripts in
collection of EIGA-BUNKA-KYOKAI, and selected rare pieces from dance
performance, operas and the statements of the actor's. 


